幼稚園教諭免許状を有しない者を学級担任とすることの理由書


　本認定こども園においてすべての学級担任を幼稚園教諭免許状を有する者とすることが困難であるため、神奈川県認定こども園の認定の基準に関する取扱基準第３条第１項の規定に基づき、次の者を学級担任として任命します。


	学級担任を幼稚園教諭免許状を有する者とすることが困難である理由
	

	学級担任とする者

	
	氏　　名
	

	
	児童福祉施設等における保育の実務経験
	

	
	意欲、適性及び能力等に関する所見
	





一人につき１枚提出する必要があります。


幼稚園教諭免許状を有しない者を学級担任とすることの理由書（記入例）


　本認定こども園においてすべての学級担任を幼稚園教諭免許状を有する者とすることが困難であるため、神奈川県認定こども園の認定の基準に関する取扱基準第３条第１項の規定に基づき、次の者を学級担任として任命します。


	学級担任を幼稚園教諭免許状を有する者とすることが困難である理由
	認定こども園化にあたり、幼稚園教諭免許状を有する者の募集を行ったが、採用に至らなかったため。

	学級担任とする者

	
	氏　　名
	●●　●●

	
	児童福祉施設等における保育の実務経験
	
・認可保育所●●園や小規模認可保育所▲▲園など、通算○年勤務してきた。
・本園においては、○年より勤務し、これまで■■を担当してきた。

	
	意欲、適性及び能力等に関する所見
	
・自ら幼児教育に関する●●●などに積極的に参加しており、意欲は十分である。
・▲▲などの経験もあり、そこで学んだ経験を十分に発揮することができる人物である。


・保育士資格を有することが必要です。
・児童福祉施設等における保育の実務経験年数を記載してください。（１年以上あることが必須）
・学級担任数の３分の１を超えることはできません。


